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別紙様式１－１

鹿児島県立錦江湾高等学校 25コアＳＳＨ

第１章 平成25年度スーパーサイエンスハイスクール研究開発実施報告（要約）

別紙様式２－１

① 研究開発課題

「課題研究支援ネットワーク」と「教育資源活用プログラム」による中核的拠点形成

～ダイコンコンソーシアムを発展させた「鹿児島モデル」の推進～

② 研究開発の概要

本校は，平成21年度から3年間にわたり，身近な野菜である「ダイコン」を中心素材として，課題研

究の深化，教材化，国際化などの幅広い教育・研究開発を展開し，成果普及をしてきた。平成24年度

以降はこれまでのダイコンコンソーシアムを通した高大連携と学校間連携を維持するとともに，｢ダイ

コン｣にとらわれない火山，環境，遺伝子などさまざまな分野での研究にテーマを広げ，研究発表会等

を通じての情報交換により，互いの研究の成果やそのノウハウの向上を図っている。

さらに今年度は小学校，中学校を含めた連携を強化することを目的とし，これまでの高大連携によ

り得たノウハウ等を生かし，従来の小中学校の課題(自由)研究支援に加え，生徒による出前授業を実

施した。

これらは小中学生が取り組む観察・実験を高校生が主体となり支援し，関わった児童・生徒に対し

て，科学的に探求する能力と態度を育てることが目的であり，本校の中核拠点としての取り組みとし

て地域からの期待を集めた。特に出前授業では，小中学校の児童・生徒および職員から高く評価され

るものとなった。(南日本新聞，2013，資料１，朝日新聞，2013，資料２)

③ 平成25年度実施規模

１ 幹事校：鹿児島県立錦江湾高等学校（本校生徒28名）

２ 連携校：ＳＳＨ校 10校（県外生徒25名）

その他 7校（県内３校生徒計４名，県外４校生徒計９名）

３ 連携研究機関：鹿児島大学，東北大学，九州大学，三重大学，鹿児島県農業開発総合センター，

鹿児島県総合教育センター，鹿児島県立博物館，鹿児島市立科学館

④ 研究開発内容

○ 研究計画

１ 幹事校である錦江湾高校が中心となり，県内外の高校等と連携し，本研究を推進する。

２ 運営指導委員会（鹿児島大学，東北大学，九州大学，三重大学，県農業開発総合センター，県

総合教育センター，県立博物館，県教育委員会)の先生方から指導していただき研究開発を行う。

３ 鹿児島県には，教育を大事にする伝統や風土があり，地域が学校を支援する素地がもともと備

わっている。そこで本校は，これまで取り組んできたＳＳＨ事業や，全国ＳＳＨコンソーシアム

を通した学校間連携の成果等を活かし，鹿児島県における地域の中核的拠点として，高校だけで

なく小学校，中学校，大学との連携による理数教育を推進する。

４ 研究結果は，コアＳＳＨ「鹿児島モデル」WEBサイト等を通して連携校間で相互に情報発信しな

がら，ブログ形式で研究成果のやりとりをし，大学等の連携機関からも指導・助言を頂く。

５ 研究成果や教材開発に関わる成果を情報発信するとともに，連携校や小中学校への成果普及を

積極的に行う。
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○ 具体的な研究事項・活動内容

１ 「科学の祭典」での本校生徒（生物研究部・天文物理研究部）による，夏休み理科自由研究相

談 :鹿児島市立科学館との連携（平成25年７月27･28日）

２ 第１回コアＳＳＨ研究会・運営指導委員会：研究計画発表，鹿児島大学理学部（平成25年８月

16･17日）

３ 小学生（保護者）向けの高校生による自由研究支援：鹿児島大学内海教授および東北大学渡辺

教授の協力のもと，宮城県仙台第一高校，石川県立小松高校，鹿児島県立錦江湾高校の３校で実

施。鹿児島大学理学部（平成25年８月17日）

４ 本校理数科生徒による小中学校への出前授業：鹿児島市立平川小学校，鹿児島市立福平小学

校，鹿児島市立福平中学校で実施。（平成25年10月11日）

５ 第２回コアＳＳＨ研究会・運営指導委員会:研究成果発表，三学会での発表，鹿児島大学理学部

（平成25年12月７･８日）

６ 県高等学校生徒理科研究発表大会（11月）で選ばれた県代表への課題研究支援：県高等学校文

化連盟自然科学部会・県教育研究会理科部会，鹿児島大学理学部との連携（平成26年１月６日）

７ 幹事校及び連携校の研究内容（各校の研究要旨，第3章の4，p9～19を参照）

⑤ 研究開発の成果と課題

○ 実施による成果とその評価

生徒の研究計画発表会や研究成果発表会では，全国14の連携校が集い，それぞれの研究について発

表し，意見交換が行われた。昨年より，テーマもダイコン関連にとらわれず多岐にわたるようにな

り，異分野交流もより充実してきた。参加した高校生は，運営指導委員の指導や助言を受けるととも

に，互いに質問し合うことで切磋琢磨して研究のノウハウや知識を習得できた。

また高校生による夏休み理科自由研究相談や小学生（保護者）向け自由研究支援を実施することに

より，小中学生の理科に対する興味・関心や探求心を向上させ，具体的テーマを持って実験や研究に

取り組ませることができた。またこれらの取り組みにより科学的思考力や判断力，表現力が育成され

ることが期待できる。

さらに高校生による小中学校への出前授業では，小中学生の｢身近な科学｣への興味関心を喚起し，

同時に指導をした本校理数科の生徒達も，｢正確な知識｣の大切さや分かりやすく説明する事の難しさ

を知るうえで良い経験となった。高校の教師ではなく高校生が小中学生を指導したことに大きな意味

があり，高校生，小中学生の双方にとって有意義な交流であったと考えられる。

これらの取り組みにより，理数教育を推進させる地域の中核的拠点としての役割を果たし，児童・

生徒の｢目的意識を持った学習活動｣や「科学的な自然観」の育成が期待できる。

○ 実施上の課題と今後の取組

今後の課題と取組としては，研究や理科自由研究支援等において，県内における連携校との関わり

を充実させることや，生徒による出前授業において，実施校，実施学級を増加させ，指導する実験内

容をより小中学校のニーズに合わせたものに工夫することなどがあげられる。
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別紙様式２－２

鹿児島県立錦江湾高等学校 24～26

第２章 平成25年度スーパーサイエンスハイスクール研究開発の成果と課題

① 研究開発の成果 （根拠となるデータ等を報告書「④関係資料」に添付すること）

１ 「課題研究支援ネットワーク」の構築

平成25年度の県内連携校は鹿児島中央高校，理数科をもつ国分高校，電気科，機械科をもつ頴娃高

校の３校で昨年より減少したが，研究計画発表会や研究成果発表会等を通じて生徒どうしの交流の

他，理科教員どうしの情報交換も行った。県外においては，今年度新たに連携を結んだ高校も２校あ

り，連携校は計14校で昨年並みの規模のネットワークとなった。

運営指導委員である大学教員については，本校のコア SSH の取り組み状況や経緯をよく把握してい

る，ダイコンコンソーシアムの体制（鹿児島大学内海教授，岡本准教授，大富教授，九州大学丸山准

教授，東北大学渡辺教授，三重大学諏訪部准教授）を継続するとともに，昨年同様，物理と地学分野

の指導体制の強化を考え，鹿児島大学秦准教授と鹿児島大学大木名誉教授を運営指導委員に加え，幅

広い理数研究の課題に対応できるネットワークとした。また，鹿児島県教育委員会をはじめ県組織と

の連携体制は，これまで通り鹿児島県総合教育センター，鹿児島県農業開発総合センター，鹿児島県

立博物館，鹿児島市教育委員会，鹿児島市立科学館などで構成し，指導を仰いだ。

研究支援については，年２回の運営指導委員会と研究会を中心としたが，ダイコンコンソーシアム

のＷＥＢページを改変した「鹿児島モデルＷＥＢページ」も活用し，連携研究を推し進めた。

２ 「教育資源活用プログラム」の実践

創立以来42年間，本校が取り組んできた数多くの理数科課題研究（物理，化学，生物，地学，数学

等）の成果を，教育資源データバンクとして活用した。運営指導委員会は夏（８月）と冬（12月）に

設け，各学校における課題研究のテーマ設定，研究展開，研究成果発表，成果普及までを一連の取組

とし，そのあり方について具体的に研究協議をした。研究発表会についても同時に，夏と冬の２回実

施し，研究方法やデータ解析，プレゼンテーションについての適切な運営指導員の指導助言をもと

に，各連携校が各分野における研究を推し進めた。また，生徒間の情報交換が盛んに行われ，参加し

た生徒の理科研究に対するモチベーションを向上させることができた。

３ 「小中高大連携」による理数教育事業の推進

小中学生対象の夏休み理科自由研究相談(科学の祭典)では，本校サイエンス部の生徒が，研究テー

マや方法について丁寧にヒントを与え，自由研究への積極的な取り組みを促した。また，第２回運営

指導委員会終了後，運営指導委員の大学教員の協力で本校と県外連携校２校の生徒が主体となり，小

学生（保護者）向け自由研究支援を実施し，身近な実験を指導し体験させた。

さらに，今年度は初めて近隣の小中学校（平川小学校，福平小学校，福平中学校）と連携をとり，

本校理数科の生徒による出前授業を実施した。３つのテーマの実験を準備し，ローテーションで全て

を体験できるようにした。高校生が教えるということで小中学生も親しみやすく，気軽に質問したり

和やかな雰囲気で積極的に活動していた。終了後のアンケートでも｢普段できない実験ができて楽しか

った｣，｢高校生が分かりやすく説明してくれた｣，｢自分の家でもう一度やってみたい｣など好感度の高

い回答が多く，また小中学校の教職員からも｢毎年実施して欲しい｣との要望も出され，この企画によ

り身近な科学や実験に対する興味関心を十分に喚起することができたと考えられる。
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② 研究開発の課題 （根拠となるデータ等を報告書「④関係資料」に添付すること）

１ 「課題研究支援ネットワーク」の構築

平成24年度，25年度は，鹿児島県における高大連携や小中高連携の中心を本校が担い，以前に構築

されたダイコンコンソーシアムの連携で習得した研究のノウハウを基盤にして，理数教育の推進を目

的として取り組んできた。現在，県外連携校との活動に比して，県内での高校間あるいは小中高連携

による活動はやや消極的である。平成26年度は，県内の高校に新規に募集をかけ，理数研究やその成

果発表，さらに小中学校への理科自由研究支援，出前授業などに連携して取り組む体制を構築してい

く。また，これらの理科自由研究支援，出前授業をより有意義なものにするためには，小中学校の実

情を理解し，それに合った企画をすることが大切であることから，小中学校の教職員(校長，教頭，理

科主任など)を運営指導委員に加えることも検討し，小中高連携の規模を広げ充実したものにする。ま

た，鹿児島モデルＷＥＢページを活用し，研究に関する高校間や運営指導委員とのコミュニケーショ

ンを活発化させ，情報交換体制を連携校全体に広げる。このように県内のネットワークを確立し，強

化していくことが｢地域の中核的拠点｣としての本校の役割であり，｢鹿児島モデル｣を完成に近づける

ものと考える。

２ 「教育資源活用プログラム」の実践

本校の SSH による学校設定科目｢サイエンス・リサーチ(SR)｣は大学等の連携により進められてい

る課題研究であり，大学教員の指導や施設，設備の利用など，大学の協力により実践的な実験・研究

が実施されている。よって実験方法や実験機器の扱い方，データ解析法，プレゼンテーションなど多

くを学び習得することができる。平成26年度はこのような課題研究の取り組みを充実させ，学び得た

ノウハウを教育資源として蓄積していく。また，これらの研究成果を発表することで教育資源の普及

につながる。年２回，８月と１２月に開催する研究会(生徒研究発表会)では，SR の研究班やサイエン

ス部に積極的な発表を促し，県内外の連携校とともに共有の教育資源をつくり，スキルアップを目指

す。その他，各分野における学会やコンテストへの積極的な参加を促す。

生徒１人１人が学び得た研究のノウハウや科学の知識を，小中学生の理科自由研究支援，出前授業

に生かし成果普及に努める。

さらに，鹿児島モデルＷＥＢページから成果を公開し普及に努める。

３ 「小中高大連携」による理数教育事業の推進

これまで小中学校への具体的な取り組みはなく，今年度初めて，生徒による出前授業を，近隣の小

中学校３校で各校１学級ずつ実施した。その結果大変好評で，小中学校側から，実施学級を増やして

欲しいとの要望もあった。

平成26年度は，可能な限り実施学級数を増やし，規模を拡大する。また，夏休みの理科自由研究の

支援になるように，７月に実施することも検討する。指導する実験内容についても，小学校や中学校

の学年，授業内容や進度を考慮して適切な内容を選び，より高い成果が得られるように教材や授業展

開を工夫していく。

小中学生にとって教壇に立つ高校生は新鮮であり，また親しみやすい。実験内容や授業展開を工夫

すれば，小中学生の｢身近な科学｣への興味関心を喚起する最も効果的な企画であるといえる。また，

指導する高校生にとっても，教える内容の正確な知識と理解の大切さや分かりやすく説明することの

難しさを実感し学ぶ良い機会となると考える。また，小中学生理科課題(自由)研究支援も連携校の規

模をできるだけ拡大し，充実を図る。
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第３章 研究課題の概要

１ 研究開発の課題

(1) 研究テーマ

鹿児島県立錦江湾高等学校における「課題研究支援ネットワーク」と「教育資源活用プログラ

ム」による中核的拠点形成 ～ダイコンコンソーシアムを発展させた「鹿児島モデル」の推進－

(2) 研究のねらい・目標

平成 23 年度以前のコアＳＳＨ事業（ダイコ

ンコンソーシアム）において，身近な野菜で

ある「ダイコン」を中心素材として，課題研究

の深化，教材化，国際化などの幅広い教育・研

究開発を展開した。

平成24年度以降，ダイコンコンソーシアムを通

した高大連携を基盤に，ここで学んだノウ ハウ

や研究成果等を活かし，小・中学校を含めた理数

教育の推進を目指しており，学校，研究機関，行

政機関との連携を充実させる。

「研究支援ネットワーク」と理科研究技術や知識の

向上，そしてその成果普及の手段である「教育資源の活用」を柱とした「鹿児島モデル」（図２）を構

築する。特に，成果普及活動は，理科研究を通して多くのことを学んだ高校生自 身が，小中学生を対

象とした課題(自由)研究支援や出前授業を行い，正確な知識と理解の大切さや分かりやすく説明するこ

との難しさを学ぶとともに，小中学生の｢身近な科学｣への興味・関心を喚起し，科学的に探求する能力

と態度を育てることをねらいとしている。平成25年度は，県内連携校が３校，県外連携校は東日本まで

広がる14校（ＳＳＨ校が11校；その他３校）で，本校を含む18の高等学校により研究開発が推進され

た（図１）。

図２ 小中高大連携による「鹿児島モデル」

図１ 平成25年度 連携校
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２ 研究開発の経緯

４月 １日：文部科学省よりコアＳＳＨ「地域の中核的拠点形成」の採択（3年間）。

７月27,28日：科学の祭典，小中学生理科課題(自由)研究支援

８月17,18日：第１回研究会 及び 運営指導委員会（鹿児島大学理学部）

本校・連携校の研究計画発表，指導・意見交換，本校及び連携校の高校生による小自

学生由研究支援

10月 11日：本校理数科生徒による小・中学校出前授業

12月７,８日：第２回研究会及び 運営指導委員会（鹿児島大学理学部）

異分野交流・研究成果のポスター発表

12月 ７日：三学会（日本動物・植物・生態学会合同鹿児島例会）との同時開催

県内高校３校４テーマがポスター発表

２月 中旬：研究報告書要旨作成，各テーマA4 版 1 ページ， 本校に提出

３月 上旬：コアＳＳＨ研究開発実施報告書作成

３月 20日：日本植物生理学会高校生部門参加（冨山大学) ，本校が１テーマを発表

３月 21日：筑波サイエンスエッジ サイエンスアイディアコンテスト

本校が１テーマを発表

３ 研究開発の内容

(1) 研究の仮説

ア 全国ダイコンコンソーシアム及び高大連携を通した課題研究の取組・成果を活用することにより，

「課題研究支援ネットワーク」を構築するができる。特に，小・中学校をネットワークに組み入れる

ことにより，高校間はもとより，小・中学校を含めた本県全体の理科課題研究等への取り組みを活

発にし，理数教育推進を図ることができる。また，学会発表や科学コンテスト等の支援により，生

徒のスキルアップを図ることができる。

イ「教育資源活用プログラム」の実践として，ダイコン研究に留まらず，物理，化学，地学などの課

題研究の情報を蓄積するとともに提供を行う。高大連携による大学レベルの専門的な研究ノウハウ

の活用は，高校生だけでなく理科教員のスキルアップを図ることができる。また，小・中学校の課

題(自由)研究や科学(理科)的活動の支援により，小・中学生の科学への興味関心を喚起し研究意欲

の向上を図ることができる。

ウ「小中高大連携」による理数教育事業の推進により，関わった児童・生徒のプレゼンテーション能

力やコミュニケーション能力の向上を図ることができる。特に，小・中学校課題(自由)研究支援や

出前授業を実施することにより，低学年から｢身近な科学｣への興味・関心を喚起し，科学的に探究

する能力や態度を育成することができ，本県理数教育を充実させ，推進させることにつながる。

(2) 研究内容・方法・成果・検証

① 「科学の祭典」での本校生徒（生物研究部・天文物理部）による夏休み理科自由研究相談

:鹿児島市立科学館との連携（平成25年７月27･28日，図３）

ア 研究内容・方法

かごしまおもしろ科学フェスティバル（青少年のための科学の祭典）において，本校の生

物研究部と天文物理部の生徒が，小中学生に対し, 夏休みの理科自由研究の進め方やおもし

ろい自由研究等を紹介した。
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また，世界有数の火山の立体模型を基にした｢飛び出す絵

本｣を作成するコーナーを設け，火山への興味・関心を促し

た。

イ 成果・検証

各研究について，生徒が取り組んでいる理科研究と関連さ

せたりして，高校生の視点でアドバイスや説明ができた。

② 第１回コアＳＳＨ研究会・運営指導委員会：研究計画発表，本校及び連携校の高校生による自由

研究支援，鹿児島大学理学部（平成25年８月17･18日）

ア 研究内容・方法

運営指導委員会では，これまでの成果と本年度の事業計

画について協議がなされた（第４章参照）。研究計画発表

会では，ダイコン関連研究やその他，遺伝子，火山，防災

関連の研究など，多岐にわたり，各校より本年度の研究計

画に関するパワーポイントによる発表が行われた。２日目

は，本校及び宮城県仙台第一高校, 石川県立小松高校と

の連携による小学生向け理科自由研究支援(図４)を実施し

た。

イ 成果・検証

研究会では，運営指導委員や高校の教員からの指導・アドバイスと活発な質疑応答がなされた。

また２日目の午後からは，高校生による地元小学生への自由研究支援が行われたが，アンケート

の結果，参加した児童，保護者からも高く評価された(第3章５参照)。

③ 本校理数科生徒による小・中学校出前授業（平成25年10月11日，図５）

ア 研究内容・方法

本校理数科の２年生を，平川小，福平小，福平中の３校に派遣し，｢酵素花火｣，｢黒インクの

色素分離｣，｢人工イクラをつくる｣の３つの実験を指導する出前授業を実施した。

イ 成果・検証

高校生が教えることで，小中学生も親しみを持って積極的に取り組めた。｢身近な科学｣への興

味・関心を十分に喚起することができ，また高校生にとっても，理科の正確な知識と理解の大切

さや分かりやすく説明することの難しさを学ぶ良い機会となった。この内容は，地元新聞からも

注目される(資料１)とともに，アンケートの結果，参加した児童，生徒及び小中学校教職員から

も高く評価された(第3章５参照)。

図３ 本校生による自由研究相談

図４ 連携校による理科自由研究支援

図５ 福平中 平川小 福平小
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④ 第２回コアＳＳＨ研究会・運営指導委員会:研究成果発表，三学会での発表，鹿児島大学理学部

（平成24年12月７･８日, 図６）

ア 研究内容・方法

運営指導委員会では，本年度のコアSSH事業の研究内容と成果，今後の課題について協議が行

われた（第４章参照）。研究会では，連携校のそれぞれのテーマで，８月の研究計画発表以後の

成果や取り組み状況についてポスターで発表した。また，桜島大正噴火 100 周年にちなみ，京都

大学の井口正人教授による｢火山はなぜ噴火するのか。一年間 1000 回爆発桜島のマグマ｣という

テーマで講演を実施した(図７)。三学会では，県内の高校３校(４テーマ)が発表を行った。

イ 成果・検証

ダイコン関連研究の他，さまざまな研究テーマが加わり異分野交流が進んだ。各グループとも

それぞれ工夫を凝らしたポスターで，具体的に実験結果や考察，今後の課題等について発表がな

され，さらにそれらについての質問や意見交換が活発に行われ，互いに刺激し合う充実した研究

会となった。井口教授による桜島噴火についての講演も，今後の噴火活動や防災についての内容

を含んでおり大変好評で，高校生の科学への興味関心を高めることができた。

⑤ 高校生向け｢プレゼンテーション講習会｣鹿児島大学理学部（平成26年１月６日，14～18時)

ア 研究内容・方法

理科研究県代表への課題研究支援を，県高等学校文化連盟自然科学部会，県教育研究会理科部

会，鹿児島大学理学部との連携で行った。｢九州高等学校生徒理科研究大会｣に参加する高校生と

先生方約60名が参加した。理工学研究科の内海俊樹教授（生物）,岡村浩昭教授(化学),秦浩起准

教授（物理），冨山清升准教授(環境)から，口頭発表やポスター発表にアドバイスをいただいた。

イ 成果・検証

それぞれの大学教員からの専門知識や

豊富な発表経験に基づいたアドバイス

に，生徒達は熱心に耳を傾け，メモを取

っていた。また，高校生からも思わぬ質

問が飛び出すなど，日頃の発表練習では

見落としていた視点に気づかされ，大い

に刺激を受けることができた。

図６ ポスター発表 図７ 桜島噴火についての講演

プレゼンテーション講習会の様子
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２ 各校の課題研究テーマ一覧と研究要旨

研究要旨は誌面の都合により，福島高校・磐城高校・磐田南高校・広島国泰寺高校・頴娃高校・錦江

湾高校のみ本誌に掲載します。（他の研究要旨は，http://daikon-c.com/ に掲載予定です。）

各連携校名 課題研究テーマ一覧

宮城県仙台第一高等学校 ダイコンの系統調査

イネの多品種生育による生長の相違

自生する遺伝子組換え作物の実態

福島県立福島高等学校 バイオマスとしての大根の可能性を探る

～大根を用いた生分解性プラスチックの合成を目指し

て～（p.10掲載）

福島県立磐城高等学校 津波被害の実態調査と減災に関する研究

～いわき市四倉地区を例に～（p.11掲載）

石川県立小松高等学校 洗うときの水の温度の違いによってコマツナに見ら
れる変化～５０℃洗いを意識して～

ダイコンの煮沸による変化

レインボー植物を作ろう

石川県翠星高等学校 源助ダイコンの交配実験と砂地土壌への保冷材混入
による生育比較の研究

岐阜県立大垣東高等学校 ダイコンの辛味成分の温度と時間経過による変化の
研究

岐阜県立各務原西高等学校 カイワレダイコンの発芽率と磁場の関係性

静岡県立磐田南高等学校 磐田市太田川河口で発見された砂礫層は津波堆積物
か その２（p.12掲載）

大阪府立住吉高等学校 アブラナ科植物の生存戦略

和歌山県立日高高等学校 ハマダイコンの種子質量と発芽率

広島県立広島国泰寺高等学校 ダイコンの成長と環境条件 Ⅴ（p.13掲載）

香川県立観音寺第一高等学校 希少糖が植物の成長におよぼす影響

愛媛県立松山南高等学校 ダイコンの初期成長に及ぼす塩化物の影響

佐賀県立致遠館高等学校 ダイコンの耐塩性

鹿児島県立頴娃高等学校 ガラスに付着した桜島火山灰の粒子構成に関する研究
（p.14掲載）

鹿児島県立錦江湾高等学校（ＳＲ大根班） ダイコン辛味成分の遺伝について（p.15掲載）

鹿児島県立錦江湾高等学校（食物科学班） 食物の科学と調理

鹿児島県立錦江湾高等学校（物理研究部） 火山雷の特性と発生メカニズムの解明を目指して

鹿児島県立錦江湾高等学校（ＳＲ生物班） 犬の性格と遺伝子の相関（p.16掲載）

鹿児島県立錦江湾高等学校（化学研究部） 桜島の降灰濃度測定器（降灰君）の開発



バイオマスとしての大根の可能性を探る

～大根を用いた生分解性プラスチックの合成を目指して～

福島県立福島高等学校 SS 部 化学班

影山 礼奈 蒲倉 光 佐藤 梢 鈴木 諒 野崎 翔吾

１．研究目的

最近、エネルギー資源や化学原料として生物資源（バイオマス）が注目されている。私たちは

バイオマスの一つとしてダイコンに着目した。ダイコンから生分解性プラスチックの一つである

ポリ乳酸を合成し、バイオマスの可能性について探ることにした。

２．研究概要

右の図に示すように、ダイコンをブドウ糖

にして、たくあんや乳酸菌を用いて乳酸に

し、それをもとにポリ乳酸を作ることが本

研究の概要である。なお、ポリ乳酸は生分

解性プラスチックである。

３．これまでの研究

過程①大根セルロースの分解：セルラーゼ（オノズカ R-10）を用いて大根セルラーゼを分解し、

糖が生成することを確認した。しかし糖を溶液から分離することまでは至らなかった。

過程②ブドウ糖からの乳酸カルシウムの合成：ヨーグルトやたくあんからの乳酸菌を用いて乳酸

発酵を行い、乳酸カルシウムを合成することに成功した。

過程③高純度乳酸の合成とその重合：乳酸カルシウムに強い酸を作用させ、乳酸を合成した。得

られた乳酸を用いて重合を試みたが、炭化などが起こり重合は成功しなかった。

４．現在の研究成果

I.大根セルロースからのブドウ糖の単離

pH4.5 に調整した緩衝液にダイコンの水に不溶な成分を分散させ、セルラーゼを加え、

５０℃で放置した。１週間後、水に溶解する部分をろ過で取り出し、水を留去した。さらに

アセトンを加えた結果、固体の物質が得られた。これをＴＬＣで分析したところ、ブドウ糖

が検出された。糖を単離できた可能性がある。

II.高純度乳酸の合成とポリ乳酸の合成

前回の時点では、自分たちで作った乳酸を重合し、ポリ乳酸を合成する過程については成功

していなかった。工程③においてアセトンで抽出した結果、アセトン不溶の物質が析出した。

これを除くことで高純度の乳酸を得ることができた。さらに、工程④での重合反応も進行しポ

リ乳酸を得ることができた。ただし得られたポリ乳酸は茶色に着色した。

５．参考文献

トコトンやさしいバイオエタノールの本（日刊工業新聞社）

乳酸発酵の新しい系譜（中央法規出版社）

新実験化学講座 14（丸善出版）



津波被害の実態調査と減災に関する研究～いわき市四倉地区を例に～
福島県立磐城高等学校天文地質部 阿部宮基 山野邊瑞樹 松﨑湧太 八島総太 賀澤海斗 田中智久 河野大樹

１、研究動機

私達は、津波による人的被害を抑制するために避難を迅速かつ安全にできるような都市構造

の研究をしたいと考えた。今年度は野外調査によるデータやこれまでの研究をもとに津波ハザ

ードマップを作製することにした。

２、ハザードマップの作製

ハザードマップを作製する地域は、野外調査によるデータが多く得られたいわき市四倉

地区とした(図１・２)。またハザードマップに掲載する項目は、①避難の範囲、②被害の

大きさによる避難ゾーンの区分け、③津波の遡上しやすい道路、④津波の滞留しやすい地

域とした。①避難の範囲は、浸水ラインと標高を照合し、加えて模型実験を行った。②被

害の大きさによる避難ゾーンの区分けは、浸水高を標高や家屋損害状況等のデータと照合

し、避難ゾーンを確定した。③津波の遡上しやすい道路については以下のとおりになった。

３、結果と考察（③津波の遡上しやすい道路）

津波の遡上しやすい

道路について自作した

津波発生装置を用いて

検証した。模型で起こす

波の流速は、野外調査で

得た氾濫速度のデータ

と、模型で再現する波の

フルード数を揃え、0.83

(m/s)（表１）とした。今

回は、海岸線に対する道

路の角度が 45°・60°・

75°・90°の場合のと

きに津波の氾濫速度

がどのように変化す

るのかを調べた。実験

の結果、海岸線に対す

る道路の角度が 60°

の場合と 75°の場合

とで氾濫速度が大き

く異なった（図４）。この結

果について検証し、ⅰ：入

射波が障害物に当たる位置は道路の角度が大きいほど内陸になるため、

津波の遡上の平均の速度は速くなる ⅱ：津波は道路の角度によっては波

①と、波①よりも流速の遅い波②の２つに分割されるが、海岸線に対す

る角度が６０°より大きい道路は波②が見られないため、氾濫速度が速

くなる この２点が実験からわかった（図５）。よって、海岸線に直交す

る道路は避難に適さないため津波の遡上しやすい道路として指定した。

以上のことを踏まえ、暫定ではあるが、現段階のハザードマップを作

製した(図６)。

４、今後の研究予定

・津波の滞留しやすい地域について調べる。

・遡上しやすい道路について追加の実験を行い、ハザードマップを完成

させる。

・沖堤防や陸堤防の有無による津波の減災効果について調べる。

・住民が避難しやすく、津波の到達時刻を遅らせることのできる都市構造に

ついての考察をする。

５、謝辞

・いわき市沿岸部の住人約 600 人 ・いわき自然史研究会(研究へのご指導) ・海上保安庁(海底地形図の提供)

・東北大学大学院工学研究科 今村文彦先生 菅原大助先生(研究へのご指導、等高線図の提供)

・海洋研究開発機構(研究へのご指導) ・港湾空港技術研究所(研究へのご指導)

・Open Street Map(http://osm.jp/)（地図の使用）

図４ 海岸線に対する道路の角度

と津波の氾濫速度

いわき市

四倉

● 浸水範囲

● 立ち入れず調査が

できなかった地域

図２ いわき市沿岸部の

浸水範囲図

図５ 模型の角度による波の違い

図１ 研究地域

●避難地域ⅰ

●避難地域ⅱ

沿岸部の建造物の浸水痕より

四倉地区の浸水深 ℎ = 3.5(݉ ) ……①

氾濫速度が約30(݇݉ Ȁ݄ )という目撃証言が適当か検証する。

四倉地区沿岸部の津波は射流より、

フルード数ℱ＞１ ……②

①②より、氾濫速度の範囲 ＜ߥ ͳʹሺ݇ ݉ Ȁ݄ ሻ……③

③より、目撃証言は適当であると考えられる。

装置で起こす波高 ℎ` ൌ ͲǤͲ͵ ͷሺ݉ ሻ

とおくと、実際の津波と模型で起こす波のフルード数を揃えるため

`ߥ = 0.83(݉ (ݏ/ となる。

60° 75°

●避難地域ⅰ

●避難地域ⅱ

—津波の遡上しやすい道路

図６ 暫定版のハザードマップ

図３ ①②から作製したハザードマップ

表１ 模型で再現する波の流速値
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ⅱ
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１ 研究の動機

暗所で発芽させたハツカダイコンの葉には葉緑体が存在しなかったが，明所に移すと 1 日で葉

が緑になったことから，暗所ストレスから解放するとどのような変化がみられるか研究を進める

ことにした。また，根の肥大には接触がストレスになる可能性についても調べてみることにした。

２ 材 料

赤丸ハツカダイコン，インキュベーター ，葉緑素計

３ 方 法 （24℃の一定温度）

★実験１：暗所ストレスからの解放

(1)シャーレにろ紙をひき，５つずつ播種する。

(2)水を５ml入れてアルミホイルを被せ，３～５日間暗所におく。

(3)暗所から取りだし，それぞれの照度で１時間毎に葉緑素量を測定する。

★実験２：根の肥大成長

(1)水耕栽培，寒天培地，プランター用の土，ビーズを土代わりとしたものに播種する。

(2)根の肥大成長の過程を観察する。

４ 結果と考察

★実験１：暗所ストレスからの解放 時間毎の葉緑素量の変化を下図に示した。

【５日後の時間毎葉緑素量の変化】 【３日後の時間毎葉緑素量の変化】

５日後の実験では，葉緑素量は光照射から 1～4時間までは急速に，その後緩やかに増

加し，９時間後には対照とほぼ同じ値になった。３日後の実験で，４種類の照度で実験

すると，230LuX 以外は，照度に反比例して葉緑素量が増えたことがわかった。

このことから，光の量と葉緑素量を調整するシステムが備わっており，光を受けると

極めて早い時間で葉緑体を合成したり分裂させたりするのではないかと考えた。

★実験２：根の肥大成長

土では根が肥大したが，水耕栽培，ビーズ，寒天培地では根が肥大しないことから，

根の肥大にはその周囲に適切な圧力が必要であると考えられる。今回の実験では，根が

容器の底に到達していたことも根が肥大しない原因の一つであると予想される。

６ 展 望

葉緑素の調整システムの調整物質を解明できれば，葉緑素を人為的に増加させることができ，

夢の「緑のダイコン」を作成できる可能性が広がる。

参考文献・Neil A,Cambell 「キャンベル生物学」2007 丸善 ・加西奈津子「進化し続ける植物たち」2008 日本植物生理学会

・瀧澤美奈子「植物は感じて生きている」2008 日本植物生理学会・足立堅一「らくらく生物統計学」1998 中山書店

全国ＳＳＨコンソーシアム「ダイコンコンソーアシアムを発展させた『鹿児島モデル』の推進」

ダイコンの成長と環境条件 Ⅴ 広島県立広島国泰寺高等学校

飯村彬仁・大西満希・松島耕平
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ガラスに付着した桜島火山灰の粒子構成に関する研究

～除去方法の確立を目指して～

鹿児島県立頴娃高等学校 地学研究班

和田将太 伊瀬知志歩 佃凪沙 満永夢菜

Introduction

鹿児島市内では,桜島の火山活動により車に火山灰が

付着しているのをよく見かける。火山灰は車を走らせた

り，水をかけた程度では完全に落ちず，雑巾などで拭き

取ろうとすると車に傷がついてしまう。そこで私たちは，

将来的には火山灰を簡単に除去できる水溶液を発見する

ことを目指し，今回はガラスに付着した火山灰の粒子構

成（大きさや量）を明らかにするためことを目的とした。

Methods

【実験 1】5 月 25 日，鹿児島市与次郎にスライドガラス

を 3 時間設置し,火山灰を降灰させた。スライドガラスを

顕微鏡カメラ(400倍)で 1列分撮影し,A4用紙に印刷した。

印刷した用紙を全てつなぎ合わせ,定規で火山灰粒子の

長径と短径を計測した。ミクロメーターで計測した実測

値と用紙上の大きさから縮尺を求め，全ての粒子の長径

と短径，面積を算出した。

【実験 2】9 月 22 日，鹿児島市宇宿にガラス表面が乾燥

しているスライドガラスと，水で濡らして湿潤なスライ

ドガラスを 5枚ずつ 1分間設置した。LIA32(http:// www.

agr. nagoya-u.ac.jp/~shinkan/LIA32/about.html)を用

い て，火山灰の付着面積を算出した。統計解析には R(ht

tp:// www. r-project.org/)を用いた。

Results

【実験 1】スライドガラスの表面を顕微鏡で観察した結果，

粒子が散在している箇所や粒子が密集している箇所があ

ることが分かった(図 1)。観察付着した火山灰の長径をヒ

図 1 スライドガラス上の火山灰粒子

ストグラムで表した（図 2）。区間幅は Scott(1992)によ

り選定した。最小 3.2μm，平均 18.5μm，最大 94.1μm

図 2 火山灰粒子の長径のヒストグラム

図 3 面積のヒストグラムとそのシュミレーション

となった。次に，粒子面積をヒストグラムで表した(図 3)。

最小値 7.9μm2，平均値 280.7μm2，最大値 6,774μm2とな

った。これらを対数値に変換し，平均値 5.13，標準偏差

0.97 を用いて,R によりシュミレーションを行った。この

グラフの確立密度関数を用いて，Rにより乱数を 10 万個

生成し,Excel 上で 1 万個を無作為抽出した。この操作を

10 回繰り返した。無作為抽出で得られた仮想粒子の数と

その面積を累積して,グラフを作成した(図 4)。このグラ

フから Y=270.6X(R 2=0.99)が得られ，1mm2の面積を全て

覆うのに必要な粒子数は3,853個であることが分かった。

図 4 面積当たりの付着粒子数

【結果 2】スライドガラス 10 枚の火山灰付着面積を LIA

で分析した。付着面積の割合の平均値は，乾燥の場合で

18.2%，湿潤な場合で 9.4%となり，解析の結果，乾燥の場

合の方が付着面積の割合が大きいことが分かった。

Discussion

実験の結果から，ガラスに付着した火山灰の粒子構成

と付着の様子が明らかになった。ヒトの目の分解能は 100

μm であることから，ガラスに付着する火山灰は肉眼では

見えないほど小さく，これらが集合することで汚れとし

て認識されることが分かった。また，スライドガラス上

では粒子が散在している箇所や密集している箇所があっ

た。これは，上空で静電気により粒子同士が集合し，ガ

ラス表面が乾燥している場合には散らばりやすく，湿潤

の場合には粒子が散らばりにくく集合したままになると

考えられた。また，粒径の小さい火山灰粒子には硫黄成

分が多く含まれていることが示されており(今村 2011)，

水分との反応で固着が強まるのではないかと考えられた。

以上のことから，ガラスに付着した火山灰を取り除くに

は，ガラス表面の静電気の除去や，硫黄成分と水分の反

応による固着の除去が必要であると示唆された。

Y=270.6X

(R 2 = 0.99)



－ 15 －

ダイコン辛味成分の遺伝について
鹿児島県立錦江湾高等学校 理数科２年 ＳＲ ダイコン班

園田詩乃 濵島恵美 濵田愛

山口愛夏音 山崎那実

１．目的

本校の前年度までの研究から桜島大根と守口大根の交配種大根について研究がなされている。これまでの

研究で，桜島大根×守口大根の交配種は初期成長，根長において雑種強勢がみられ，守口大根×桜島大根は

子葉の大きさに雑種強勢はみられず，葉緑素の指数は母方に遺伝することなどの遺伝的形質は分かっている。

しかし，交配種大根に含まれる辛味成分含量については研究されておらず，辛味成分含量の遺伝的形質はよ

く分かっていない。桜島大根×守口大根のように多くの形質で雑種強勢がみられることから，辛味成分も雑

種強勢が起こるのではないかと考えられる。私たちはこれらのことに興味をもち，実際に種子から栽培し検

証する。

２．研究内容

① 親なった桜島大根，守口大根とそれらの交配種大根（桜島×守口，守口×桜島），交配種大根のＦ１の

種子を育てイソチオシアネート（辛味成分）含量を測定する。

② 各大根の本葉の葉緑素量を調べる。

３．研究方法

① 各大根種子を畑で，５ヶ月間栽培する。育成した大根を基部，中央部，

先端部に分け，それぞれの部位のイソチオシアネート含量を先輩方が改

良した改良江崎・小野崎法（時短測定法）による比色定量法を用いて吸

光度を測定する。

② 葉緑素計を用いて葉の先端の葉緑素量を測定する。

４．結果

図1 本葉に含まれる辛み成分含量の比較

図2 播種後24日目における葉緑素量 図3 播種後28日目における葉緑素量 図4 播種後31日目における葉緑素量

５．今後の課題と方針

現在はまだ大根が小さいため，大根の根部の辛み成分含量が測定できていないため，播種後 90 日後の根

部の辛み成分含量を測定する。親とＦ１，Ｆ２の辛味成分の含有量を比較し，辛味成分の遺伝についての分

析を行い，雑種強勢であるのか，母性遺伝なのか考察する。
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犬の性格と遺伝子の相関

鹿児島県立錦江湾高等学校理数科２年 SSH 生物班

松元綾子・郡山香菜子・山之内里紗子・中島真実・諏訪原祐華・立石幹太・前田悠太朗

１ 目的
ヒトの性格形成はその個体を取り巻く環境要因の他、遺伝子要因も関与し

ていることが指摘されている。また犬においても、いくつかの犬種で性格に関
与すると考えられるドーパミン受容体ＤＲＤ４遺伝子の頻度分布に差異があり、
そのパターンによって性格に違いが見られるという報告がなされている。こ
のことから身近な犬、特に報告されていない犬種の行動を観察して、その性
格を推測するとともに、このＤＲＤ４遺伝子を確認し、性格が異なる個体間や種
間でその遺伝子に差異があるかを調べ、性格と遺伝子の相関について考察する。

２ 研究方法
動物病院を訪れた犬について、「病院へ入る時」から｢診療｣を経て「病院を出る

時」を７つのステージに分けて観察を行い、それぞれの犬の様子から病院（診察）に
対して「ポジティブ」あるいは「ネガティブ」等の性格を推測する。この推測に基づき、
「ポジティブ・穏やか」な気質の犬と、「ネガティブ・気が強い」気質の犬の白血球から
ＤＮＡを抽出し、ＰＣＲ法でＤＲＤ４遺伝子を増幅し、電気泳動法でＰＣＲ産物の確認
を行い、性格とＤＲＤ４遺伝子に差が見られるか観察する。ＰＣＲでのプライマーは、
すでに報告されている研究で用いられたものと同じ、「D4F」と「D4dogR」を用いる。

３ 結果
○行動観察による性格分析(図１)
犬種別で差が見られた。
チワワとヨークシャーテリアは、病院に入ってから診察までの間に抵抗を示し、来

院中始終「喜ぶ」行動は見られなかった。他の種よりも抵抗性・神経質さが伺える。
それと対照的にパピヨンやミニチュアダックスフンドは診察時に抵抗を示すものもい
たが、「喜ぶ」行動も見られ、病院に来てから帰るまで比較的穏やかで「平常」を保っ
ていた。

○遺伝子分析(図２)
「ポジティブ・穏やか」な気質

と思われるパピヨン、ミニチュア
ダックスフンドと、「ネガティブ・
気が強い」気質と思われるチワ
ワ、ヨークシャーテリアのDNAを
ＰＣＲ法、電気泳動法で調べた
結果、ＤＲＤ４遺伝子に相当する 図１ チワワとパビヨン・の行動の頻度（％）比較

と思われる400bp～5５0bpの位置にバンドを
確認した。しかし、この範囲にみられるバン
ドの細かい分析には至らず、遺伝子レベル
での性格の差異については分からなかった。
また、今回300bpの位置に明瞭なバンドが確
認された。

４ 考察・今後の課題
今回注目した4種の犬には、行動観察等か

ら性格の違いがあると推測できる。ＰＣＲ、電
気泳動により、これらの犬にも500bp付近に
性格に関わると思われる遺伝子を確認できた
が、その細かい差異までは分析できなかっ
た。今後、この４種の犬について、500bp付近に見られる遺伝子を細かく分析し、性
格との相関を見出したい。また、300bp付近に明瞭なバンドが確認されたが、ネガテ
ィブコントロールでは見られないことから、何らかの遺伝子（ＤＮＡ）が増幅されたと考
えられる。ＤＮＡ抽出時のコンタミネーションの可能性も否定できないが、これらの犬
に、まだ報告されていない大きな塩基配列が存在する可能性も否定できない。今後
追加実験をするとともにこの塩基配列を決定し、300bp付近および500bp付近に確認
されたバンドについて追究していきたい。

図２ チワワ、パピヨンの電気泳動結果
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５ 実施の効果とその評価

研究開発を実施した結果，以下のような成果や効果が現れた。

（1） 本校及び連携校の高校生による小学生向け自由研究支援

小学生からは，「楽しんで学習できてよかった」，「短い時間でいろいろな実験ができてよかっ

た」，「高校生の説明がわかりやすくよかった」，保護者からは，「高校生が一生懸命ゆっくり教

えてくれてよかった」，「高校生と話ができ，楽しく過ごせた」というアンケート結果で，大変

好評であった（小学生：大変良かった71％，良かった29％ 保護者：大変良かった50％，良かっ

た50％）。改善点としては，「もう少し１つ１つの実験に時間をかけた方が良い」，「このような

講座があることを初めて知った。もっと広めて欲しい」などの意見が出された。

（2） 第１回コアＳＳＨ研究会（図８）

アンケート51人（生徒40，連携校教員10，運営指導委員１）

良かった点として，｢自分たちの研究に対する適切な

意見やアドバイスがもらえて，今後の研究に役立っ

た｣，｢他校で行われている研究について聞くことがで

きてとても参考になった｣，｢他の学校の生徒と交流で

きた｣，｢生徒からの質問が多くてよかった｣，要望と

して，｢質疑応答の時間をもっと長く設定できない

か｣，｢１日目の日程が長すぎた。講義など一部の内容

を２日目に回せないか｣等の意見が出された。

（3） 本校理数科の生徒による小中学校出前授業（図９）

｢人工イクラをつくる実験｣や｢黒ペンの色素分析実験｣，｢レバーに含まれる酵素を利用した花

火実験｣を通して子供たちは，高級食材が自分の手で簡単にできたことや，身近な材料で不思議

な現象が起こることに感動し，｢とにかく楽しかった！｣と大変好評であった。（小学生：大変面

白かった 98 ％，面白かった 2 ％ 中学生：大変面白かった 54 ％，面白かった 40 ％，普通 6 ％）

｢身近な科学｣への興味関心を十分に喚起できた。

指導をした本校理数科の生徒たちも，｢正確な知識｣の大切さや分かり安く説明する事の難しさ

を知り，勉強になった。高校の教師ではなく高校生が小中学生を指導したことに大きな意味があ

り，高校，小中学校の双方にとって有意義な交流になった。

今年度は，各校１学級で実施したが，規模を広げて１学年全学級で実施して欲しいとの要望も

出された。

図９ 出前授業アンケート

大変

良かった

35%
良かった

61%

普通

2%

やや改善が

必要

2%

改善が必要

0%

図８ 第１回研究会アンケート
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児童・生徒の感想

・どの実験も不思議なこと，驚くこととばかりで，とにかく楽しかった。

・知らないことを知ることができた。経験したことのない実験ができて良かった。

・自分の家でもう一度やってみたい。

・初めて高校生と活動ができたのでうれしかた。

・また来年もやってほしい。

小中学校教職員の感想 本校生徒の感想(授業を終えて)

・黒インクの実験は，他の色でも試してみ ・実験内容は分かっていても，分かりやす

ると面白い。発展性がありやってみよう く説明するのは難しかった。

という意欲が出る。 ・自分自身に理解していない所があること

・高級な食材(イクラ)が作れる。小学校で に気づかされた。

はできない実験であった。 ・子どもたちに，楽しかったと笑顔で言わ

・気体の分野で酸素を学習する（1年）の れたときが一番うれしかった。

で，酵素花火(酸素発生)は良い復習にな ・人にものを教えることの難しさを知り，

った。 良い経験になった。

・夏休みの自由研究に使えそう。 ・子どもたちに理科好きになってほしい。

資料１ 2013年10月23日 南日本新聞
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資料２ 2013年10月23日 朝日新聞

（4） 第２回コアＳＳＨ研究会（図10）

アンケート71人（生徒55，連携校教員13，幹事校教員1，運営指導委員2）

良かった点として，｢ポスター発表では質疑応答の時

間が十分にとれて良かった｣，｢大学の先生等にたくさ

んのアドバイスをもらい大変参考になった｣，｢講演で

は，鹿児島に関連した桜島や根粒菌の話を興味深く聞

けて有意義であった｣，｢生徒の質問も多く，互いに交

流ができて良かった｣等の意見が出された。また，要

望としては，｢第１回の計画発表で指摘された内容を

もっと理解，検討して第２回の成果発表に臨んでほし

い｣，｢鹿児島県内の高校の発表が少ないので，もっと増やせないか｣等の意見が出された。

（5） 自然科学部門県代表への｢プレゼンテーション講習会｣（１月６日，鹿児島大学理学部）

九州高等学校生徒理科研究発表大会鹿児島大会（2月8,9日，鹿児島市）での上位入賞

【最優秀賞】（１位）・ 地学部門「火山雷の特性発生モデルの提唱Ⅲ」

錦江湾高等学校 天文物理部

【優秀賞】 （２位）・ 化学部門 ｢桜島の降灰測定器(降灰君)の作製について｣

錦江湾高等学校 化学研究部

・ 生物部門 ｢ハギルリオトシブミに寄生蜂の影・・・｣

錦江湾高等学校 生物研究部

・生物部門 ｢黒島産ミヤマクワガタは亜種クロシマミヤマクワガタか-２｣

国分高等学校

○ 以上のような成果や実施の効果，第１章の②と⑤，第２章の①に示した成果等から，第３章の３

(1)に示した研究の仮説は，検証されたと判断できる。

大変

良かった

52%

良かった

42%

普通

4%

やや改善が

必要

2%

改善が必要

0%

図10 第２回研究会アンケート
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６ 研究開発上の課題及び今後の研究開発の方向・成果の普及

平成26年度の研究は，県内高校との連携を充実させるとともに，高校生の主体性をより重視した

小中学校への課題（自由）研究支援，出前授業を推進する。また，学会（発表会），科学コンテス

ト等への積極的な参加を促し，プレゼンテーション能力やコミュニケーション能力の向上を図る。

さらに成果報告や情報提供に鹿児島モデルＷＥＢぺージを積極的に活用する。実際には以下のよう

な３つの観点で，引き続き研究開発を実施する。

(1) 「課題研究支援ネットワーク」の構築

平成26年度は，これまでに構築されたネットワークを基盤とし，特に県内の小中学校や高校

との連携を深めていく。高大連携による理数研究やその成果発表の他，県内高校が小中学校へ

の理科自由研究支援や出前授業などに連携して取り組む体制を構築していく。また，これらの

理科自由研究支援，出前授業をより有意義なものにするためには，小中学校の実情を理解し，

それに合った企画をすることが大切であることから，小中学校の教職員(校長，教頭，理科主

任など)を運営指導委員に加えることも検討し，小中高連携の規模を広げ充実したものにする。

また，鹿児島モデルＷＥＢページを活用し，研究に関する高校間や運営指導委員とのコミュニ

ケーションを活発化させ，情報交換体制を連携校全体に広げる。このように県内のネットワー

クの基盤を固め，強化していくことが｢地域の中核的拠点｣としての本校の役割であり，本県の

次世代を担う生徒の科学的思考力やコミュニケーション能力の育成につながると考える。

(2) 「教育資源活用プログラム」の実践

本校のSSHによる学校設定科目｢サイエンス・リサーチ(SR)｣は大学等の連携により進められ

ている課題研究であり，大学教員の指導や施設，設備の利用など，大学の協力により実践的な

実験・研究が実施されている。よって実験方法や実験機器の扱い方，データ解析法，プレゼン

テーションなど多くを学び習得することができる。平成26年度はこのような課題研究の取り組

みを充実させ，学び得たノウハウを教育資源として蓄積していく。また，これらの研究成果を

発表することで教育資源の普及につながる。年２回，８月と１２月に開催する研究会(生徒研

究発表会)では，SRの研究班やサイエンス部に積極的な発表を促し，運営指導委員からのアド

バイスや生徒どうしの意見交換をもとに，県内外の連携校とともに共有の教育資源をつくり，

スキルアップを目指す。その他，各分野における全国レベルの学会(発表会)や科学コンテスト

への積極的な参加を促す。さらに，生徒１人１人が学び得た研究のノウハウや科学の知識を小

中学生の理科自由研究支援，出前授業に生かし，成果普及に努める。

(3) 「小中高大連携」による理数教育事業の推進

平成25年度に初めて，生徒による出前授業を，近隣の小中学校３校で各校１学級ずつ実施し

た。その結果大変好評で実施学級の増加要望もあった。平成26年度は，可能な限り実施学級数

を増やし，規模を拡大する。また，夏休みの理科自由研究の支援になるように，７月に実施す

ることも検討する。指導する実験内容についても，小学校や中学校の学年，授業内容や進度を

考慮して適切な内容を選び，より充実した成果が得られるように教材や授業展開を工夫してい

く。小中学生にとって教壇に立つ高校生は新鮮であり，また親しみやすい。実験内容や授業展

開を工夫すれば，小中学生の｢身近な科学｣への興味関心を喚起する最も効果的な企画であると

考えられる。また，指導する高校生にとっても，教える内容の正確な知識と理解の大切さや分

かりやすく説明することの 難しさを実感し学ぶ良い機会となると考える。また，小中学生理

科課題(自由)研究支援も連携校の規模をできるだけ拡大し，充実を図る。
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第４章 資料

１ 運営指導委員会・研究会

① 第１回コアSSH運営指導委員会「ダイコンコンソーシアムを発展させた鹿児島モデルの推進」

(1) 日 時 平成２５年８月１６日（金） １３：３０～１４：３０

(2) 場 所 鹿児島大学 理学部１号館２階 大会議室

(3) 会 順

受付 大会議室前 （13:00～13:30）

運営指導委員会 １３：３０～１４：３０

開会行事

開会のあいさつ（県教育委庁海江田高校教育課長）

研究開発指定校長あいさつ（德丸校長）

委員紹介（久保指導主事）

コアSSH運営指導委員一覧

氏 名 所 属 職 備 考

内 海 俊 樹 鹿児島大学大学院 理工学研究科 教授 委員長

岡 本 繁 久 鹿児島大学 農学部 准教授 副委員長

渡 辺 正 夫 東北大学大学院 生命科学研究科 教授 副委員長

丸 山 明 子 九州大学大学院 農学研究院 准教授 委員

諏訪部 圭 太 三重大学大学院 生物資源学研究科 准教授 委員

大 富 潤 鹿児島大学 水産学部 教授 委員

秦 浩 起 鹿児島大学大学院 理工学研究科 准教授 委員

大 木 公 彦 鹿児島大学 名誉教授 委員

永 田 茂 穂 鹿児島県農業開発総合センター 園芸作物部長 委員

水 流 芳 則 鹿児島県立博物館 館長 委員

野 中 久 光 鹿児島県総合教育センター 所長 委員

高校関係職員紹介（松井教頭）

協議等（議長：内海委員長）
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ア コアSSH事業計画説明（郡山教諭）（１５分） （13：40～13：55）

・ 昨年度の事業内容とその成果

・ 本年度の連携校及び本年度の事業計画（案）

イ 協議（３０分） （13：55～14：25）

・ コアSSH研究の方向性，研究テーマについて

・ コアSSH研究の取組と課題，地域連携，全国連携の在り方

閉会行事

閉会のあいさつ（松井教頭） （14：25～14：27）

事務連絡等 （14：27～14：30）

(4) 参加者

運営指導委員 内海 岡本 渡辺 秦 大木 水流 野中

県教育委員会 海江田

久保 讃岐（庶務）

本 校 職 員 德丸 松井 郡山 樋之口 西小野 津留 河野 東 德重 奥

(5) 第１回運営指導委員会記事録

○ 協議等（議長：内海委員長）

① 昨年度の事業内容とその成果，本年度の連携校及び本年度の事業計画（案）

錦江湾高校讃岐教諭より概要説明

② コアSSH研究の方向性，研究テーマについて

コアSSH研究の取組と課題，地域連携，全国連携の在り方

内海委員長

・それでは協議に入ります。まず，お話しされた内容について質問・御意見等ありまし

たら，お願いします。

東北大学 渡辺副委員長

・参加される高校も，戻られた地域で中核となるということですが，鹿児島県の中核と

いうことを考えると，もう少し鹿児島県の高校が参加してくれた方が良かったのでは

ないかというのが１つ。あともう１つは昨年の活動をずっと見ていて，12 月の会議

で議論になったと思うのですが，ホームページの活用が特定の高校に限られていて，

日々の活動をみなさんがもう少しアップしてくれると，コメントもできるので，先生

方が忙しいのも分かっているのですが，小松高校では生徒自身が作っている記事がた

くさんあります。大学生になってレポートを書かせても，まともに書けない学生がい

るので，ホームページにちゃんとした文章を書くというのはある種のトレーニングで，

やり続けないと，どっかでやめてしまうとできなくなってしまう部分がある。もちろ

んある程度のことは書けるんですけれども，ちゃんとした文章を書くにはやはり練習

を続けることが大事だと思うので，正直もう少しホームページの活用をして頂けるよ

うに，主幹校の錦江湾高校から呼びかけをしていただきたいと思います。

鹿児島大学 大木名誉教授

・私も全く同様のことを思っていたのですが，鹿児島の高校がもう少し参加してもらっ

たらもっとよいものになるのではないか。特に大隅がいない。農業はどちらかと言え

ば大隅の方が盛んで，いろんな特産物がありますよね。大隅の方からせめて１校くら



- 23 -

いは入ってもらいたい。大隅の高校も入って連携をしてもらえるようになるとバラン

スがとれるのではないかなと。それからもう１つはダイコンコンソーシアムであって，

小学校・中学校と連携をするという話が出ていましたが，例えば桜島には小学校中学

校がありますが入っていないですよね。今黒神中学校や黒神小学校ではツバキアブラ

を作っていたりといろんなことを活動的にやっていますので，そういうことも含めて

何か連携する手立てはないのかなと。そうすると，桜島の小中高も元気づくかもしれ

ないし，そういう連携ができるといいのかなと思います。現実は私は携わってないの

で何ともいえないのですが，ぜひそういう取り組みもしていただけたらなと思いまし

た。

内海委員長

・私もお話しを伺っていて，そのへんが気になったのですが，いくつかに分けてお話し

を進めたいと思います。まずホームページの活用についてですけれども。これは渡辺

先生が一生懸命見てコメントをくださっているんですけれども。こちらが投げかけて

も返事がなかなかこないということもあったりして，なかなか活発に活用されている

とは言いにくいかなという状況。先ほども少し話がありましたが出前授業とか小中高

大連携の夏休みの自由研究の指導とか，それをされた後に生徒さん達は学校に戻って

から感想や報告書・レポートなどを書いているのですか。もし学校の方でそういうの

を準備されるのでしたら，それをそのままホームページにアップしてもらうと形にも

残りますし，それぞれの活動の様子も分かりますし，生徒さん達も自分たちがしたこ

とを整理することができ，役に立つと思います。一石二，三鳥ぐらいの効果があると

思いますが，どうですかね。

樋之口教諭

・そうですね。ぜひ載せていきたいと思います。この前の『科学の祭典』の時にはいつ

もはドラム缶つぶしをしてきていたのですが，物理・化学・地学・生物全ての科目で

小学生に実験実習を行って，結構たくさん来られたので，それに対する思いも生徒た

ちそれぞれあったと思うので，ぜひそれをまとめてホームページに載せたいと思いま

す。

内海委員長

・大変だとは思うのですが，少しでもあれば。それから受講した小学生対象にアンケー

トもとっておられるんですよね。それも支障のない範囲で感想を載せたらどうでしょ

うね。そうすると，宣伝にも繋がると思います。

東北大学 渡辺副委員長

・アンケートにあらかじめ｢ホームページに載せることがあります。｣と断りを書いてお

けばよい。

内海委員長

・他に何かホームページを活発にするのにアイデアはないですか。

県総合教育センター 野中氏

・教育センターですけど，結構県内の高校のホームページを見る機会が多いのですが，

その中で私の目をひいているのが霧島高校のホームページに動画を入れてありまして，

総合学科の案内を入れている。私は３月まで国分の高校にいて，似たように工夫して
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動画を載せようとしたのですが，非常に良く霧島高校は整理されている。画面も小さ

くて良いので動画を使ってみるのも 1 つの手かなと思います。結構いろんな画面で

紹介しているので，そういった動画を取り入れていくのはどうでしょうか。

内海委員長

・例えば学校の放送部とタイアップしてコンパクトなビデオを作って載せればですね。

錦江湾高校に限らず。放送部の活動が活発な所もありますから。そういう所と連携し

てビデオを作ると。わりと個性が出てきそうですね。

東北大学 渡辺副委員長

・そうですね。単に情報を載せるだけじゃなくてそれぞれどのような活動をしているの

かをいろんな方法で載せていけば。あと，もう一つ外に出て行く宣伝という意味では，

今回錦江湾高校がＳＳＨの全国大会で受賞をしたことを，錦江湾高校のホームページ

にも載せて欲しかったですし，かつダイコンのホームページにも載せて欲しかった。

実は，文科省がいつ受賞を発表したのか知らないですが，私が出前授業に行っていた

りする学校のは自分のホームページに載せたんですが，リンクを貼ったときに，めざ

とい学校はどういう大会でどういった賞を受賞したかを書いてあるが，まったくない

学校もあった。小松高校はダイコンのホームページにも受賞したことを書いてあった。

自分の高校のホームページを変えようとすると学校によってはいくつかの手続きをし

ないといけないかもしれませんが，ダイコンの方はそういった煩わしさがありません

から，ぜひ利用して欲しい。書きやすいようにしてありますので。そして，自分の高

校のホームページをリンクに貼れば，宣伝になりますよね。

県総合教育センター 野中氏

・ある学校では，ホームページの更新が頻繁にあるらしく，先ほどのように賞を受賞し

たときは，ホームページの上の方に一発で見える所に書いているそうです。結果的に

生徒募集に繋がっているようです。せっかくこのような大きな事業をされるのですか

ら，ホームページをフルに活用していただければなと思います。

内海委員長

・ホームページにつきましては具体的な案が出ましたので，続きましては鹿児島の参加

校を増やすにはどうしたらよいか大木先生から出ましたが。これから他の高校に参加

してもらうにはどういう手立てがあるか，どうしたらいいかということを考えないと

３年目は少し苦しくなるかなと感じました。大隅地区が参加していないことや，桜島

大根をやっているのに，桜島地区が参加していないので連携したらどうかというお話

しが出ましたがどうでしょうか。

郡山教諭

・そうですね。非常に難しい点はあるのですが，いろいろ呼びかけ等はもちろんしていま

す。しかし，例えば科学部の生徒がいたが今年は０になってしまったとか，そういった

事情で連携から外してくださいという学校もあります。そこを無理に名前だけ貸してく

ださいという訳にもいかないですので，また部員が入りましたら連携をしてくださいと

いうような話はしています。また，大隅地区の話ですが，確かに薩摩半島だけで進んで

いるのかなということは思っておりますので，大隅等を視野に入れながら連携できる高

校によびかけていこうかと思っているところです。必ずしも４月に連携を結ばなければ



- 25 -

いけないということではないと思いますので，今後そういった所ができれば途中からで

も連携をして，また来年以降も結んでいけたらと思っております。

県総合教育センター 野中氏

・理科というふうにとらえるとどうしても普通科の学校になってしまう。この鹿児島の連

携校の中で頴娃だけが複数の科からなっているが。前のＳＳＨの３年間の中で山川高校

が入っていてすごく魅力的だったんですね。ですから，ぜひそういった専門学科を含め

たものを広めていただくと，更にいい形になるのでは。今年度はもしやるのであれば頴

娃高校は工業色を出してもらうとおもしろいのかなと思います。

東北大学 渡辺副委員長

・おっしゃるように工業高校・農業高校が入ると，いわゆる普通科や理数科の課題研究よ

りもはるかに課題研究の歴史がありますので，こういう言い方をすると失礼だと思いま

すが，同じ地域に住んでいて中学校から高校に上がる時点で成績は普通科に行った子達

のほうがよかったのに，課題研究をやらせて発表をすると工業や農業高校の方がはるか

にまともな研究をしている。それで言い方は悪いですがつっこんで言うと，普通科に行

った生徒がなんであのときできなかった友達が自分たちよりすごい研究をするんだとい

うことで，少し悔しい思いをしてもらうことは非常にいいことだと思うんですね。そこ

で，なにくそ！と思って彼らより自分の方ができたんだからもう少し自分たちもできて

もいいんじゃないかと思って奮起させるという意味では，先生がおっしゃられるように

工業高校や農業高校の枠が県内でもう少し増えることは，より多きな刺激になるんじゃ

ないかと思うんですが。ですから，普通科に絞らなくても県内の工業高校でいろんな賞

をとるような所があれば，そういう所にアクセスして連携校に入っていただくというの

は非常に刺激が強くて，他の県に対しても影響があると思いますので，そうすると他の

県でもそういう高校を自分たちが発表するときに入れればいいんじゃないかと，モデル

として逆に提供できるのではないかと思うので，ぜひ多くの専門高校を入れていただき

たい。

内海委員長

・あと，もう一つは先生の異動があって私は広がるのではないかと思っていたのですが，

実は異動したらこられなくなっちゃって，連携を外れることが結構あったりするんです

けど，それは難しいんですかね。

郡山教諭

・そうですね。行った先で自分がそれまでやってきたことを持ち込めるかというとなかな

か，学校によってはカラーが違ったりするので。前の学校ではしていたけれど，異動先

ではできなくなってしまうともあります。新たな学校に行って，そこを開発することが

できればいいのですが。また，異動があってもその席(システム)を残してくれていれば，

その先生が抜けても新しく来た先生がそれを維持できるのですが。そこがうまくできれ

ばいいなと思ってます。やはり異動をされた先生方に声をかけて，その辺がどうか聞い

てみたいと思います。

内海委員長

・もったいないですからね。讃岐先生ずっと携わってきて何かないですか。

県総合教育センター 讃岐氏
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・教育センターの所長の方からもありましたが，やはりホームページの活用をうまくする

と全国に発信できますので，非常に有効な手だと思います。それから小松高校とか特定

の高校がいろいろやられている訳ですけれども，書いてみればそんなに難しいことでは

ないと思います。ですから先生が見本を見せたりするように，本研究会の中でこんな風

に書けばうまく伝わるとか，言語活動の充実とかいろいろ言われていますので，そうい

ったことを少しでも錦江湾高校の方でしていただければ。例えば広報担当を決めても結

構ですし，そういった形で具体的にどうすれば簡単にできるのかという手立てを示して

いただければありがたいかなと思います。それから普通高校と工業や農業高校が一緒に

するというのは非常に注目されるような内容である。いろんな分野の生徒が集まって交

流し，それによっていろんな角度からの刺激がある。そのことによって生徒達がいろん

な理解を深めたりすることは非常に大きな刺激になると思いますので，また郡山先生を

中心に大変だとは思うんですが，連携を広げていければと思います。

内海委員長

・昨年の活動で，今日の郡山先生の話にはなかったんですが，印象に残っているのはプレ

ゼン講習会ですね。２月くらいにやりましたよね。あれも結構よかったと思いますけれ

ども。あの企画は今年度は入れていないんですか？

津留教諭

・鹿児島県の理科部会事務局の方も錦江湾高校の方にありますので。昨年はＳＳＨの方と

鹿児島県の高文連の自然科学部門との連携という形で講習会の方を実施させていただい

たのですが，高文連は予算があまりないのでこの企画は今年から県高理の方で実施とい

う形になり，理事会の方でも承認されていますので，そっちの方で実施という形になり

ます。

内海委員長

・あとこれもコアＳＳＨでやる活動ではないとは思うのですが，何人かの大学の先生方か

ら聞いた所によると，あちこち出前授業に行くのですが，そこで現場の高校の先生方か

ら，教育課程が変わって自分たちが習ったこと以外が結構増えていて教えるのに少し苦

労しているというお話しを聞いたそうです。それで，理学部のある先生から高校の先生

達との勉強会ができるのであればやったらどうかという話もでまして。それで，そうい

うことがもし企画できれば，大学の教員はよろこんで協力させていただくのですが。そ

ういうのは，コアＳＳＨの活動ではないと思うのですが。なかなか簡単には企画できな

いとは思うのですが，そういう話が出ているということを聞いたものですから。また検

討してください。それでは予定の時間がきてしまいましたので，協議の方は終わらせて

いただきます。有り難うございました。

② 第２回コアSSH運営指導委員会

(1) 日 時 平成２５年１２月８日（金） ９：３０～１０：３０

(2) 場 所 鹿児島大学 理学部２号館 １階２１４号教室

(3) 会 順

受付 理学部２号館 １階２１４号教室 （9:00～9：25)

運営指導委員会 ９：３０～１０：３０
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開会行事

開会のあいさつ（県教育委員会） （9:30～

研究開発指定校長あいさつ（德丸校長） 9:40）

協議等（議長：内海委員長）

(ｱ) コアＳＳＨ概要説明（１０分） （9:40～9:50）

・本年度の事業内容とその成果等（郡山教諭）

(ｲ) 協議（３５分） （9:50～10:25）

・コアSSH事業の研究内容と成果

・コアSSH事業の取組と今後の課題

地域連携・全国連携の在り方・成果普及・教材開発等

閉会行事（５分）

閉会のあいさつ（松井教頭） （10:25～10:30）

(4) 参加者

運営指導委員 内海 岡本 秦 大木 大富 水流 野中

県教育委員会 月野

久保 讃岐（庶務）

本 校 職 員 德丸 松井 郡山 樋之口 津留 河野 德重 奥

(5) 第２回運営指導委員会記事録

○ 協議等（議長：内海委員長）

① 本年度の事業内容とその成果等

讃岐教諭より概要説明

② コアSSH事業の研究内容と成果，コアSSH事業の取り組みと今後の課題

県総合教育センター 野中氏

・4ページ目の高校生の感想で「易しく教えるのが難しかった」以外の感想を知りたい。

郡山教諭

・またまとめたものを作り配付する

鹿児島大学 内海委員長

・早めに作って欲しい

鹿児島大学 秦准教授

・錦江湾が行ったことを他の学校に知らせるような研究発表以外のポスターを作って，

みんなに知らしめるのもよいのでは？

内海委員長

・活動の様子や具体的な内容などもWEBページに載せるのもよい。基本のモデル活動と

して教材化してもよい。他の学校の参考になる。

鹿児島大学 大木名誉教授

・錦江湾高校がイニシアチブをとって情報発信して欲しい。

内海委員長

・モデル・レシピ的なものがあると今までの活動が生きてくる。他の学校がやりやすく

なる。

鹿児島大学 大木名誉教授
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・今回の発表では異分野としての発表があったが，大根とからめた異分野として研究す

るような形にすることが必要。そうすると連携がうまくいく。

鹿児島大学 秦准教授

・毎年似たようなことが話題としてのぼるので，錦江湾高校の生物以外の先生が最初に

始めるとよい。

鹿児島大学 大木名誉教授

・広報して，募集することも必要である。

内海委員長

・「大根で連携しませんかという」また，他校の先生方にこの活動を見てもらうことも

大切。

県総合教育センター 野中氏

・小中学校に行った出前授業の内容は同じなのか？中学生の反応が冷ややかだったとい

うことだが・・・。

郡山教諭

・やっていることは同じであるが，考察のしかたが異なる。

県総合教育センター 野中氏

・小中学校で内容もかえてもよいのでは？福平小学校の生徒が福平中に入っていくので

小学校と中学校の内容を変えないと重複する。できないものは中心校から大学なり博

物館なりにお願いするという形はどうか。

内海委員長

・工夫をしてバリエーションを増やしていって欲しい。

鹿児島大学 秦准教授

・錦江湾高校が行ったことをWEBページにレシピとして載せ，他校が真似してどこの高

校でもできるような形にするのが望ましい。

内海委員長

・錦江湾高校生のようになれている生徒だといいが，慣れてないと難しい所もあるので

とてもよいことだと思う。まずは錦江湾高校におられた先生方を活用するのもよい。

鹿児島大学 秦准教授

・その形で行った学校が活動をポスターとして発表してもらうのも連携が広がっている

のを確認できてよい。

内海委員長

・いままでの研究会のやりかたでは時間がたりないので，今後検討が必要である。研究

会には様々な活動を行っている学校も入ってもらってもよい。敷居を下げて自由に入

って来られるようにした方がよい。生徒たちも交流が活発に行われているのでとても

よい機会である。なんとかして間口を広げるようにしたい。

鹿児島大学 大木名誉教授

・せっかく遠くから発表に来たのに，1日で終わらせるのはもったいない。実際に錦江

湾高校にきて活動を見てもらうことやフィールドワークとして実際に農家の方のとこ

ろに行って実際に携わっている人の話を聞くなど可能であれば実施してみてはどうか。

いろんな意味でコミュニケーションの場になると思う。予算のことなどもあり，あく
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までも希望であるが。鹿児島大学の農学部でもよい。お金と時間の問題がある。

内海委員長

・大学と相談して協力してもらうのもよい。そうするとバスなども出してもらえると思

われる。

鹿児島大学 岡本副委員長

・以前は農学部で実際にハマダイコンなどを育てたりしたこともある。県内の連携強化

として，これまで参加していたのに今回抜けている学校にもまた声をかけてみては

郡山教諭

・夏にもでた意見であるが，声はかけてはいるのだが，「部がない」「活動する生徒が

いない」などの理由で断られている。

鹿児島大学 大富教授

・先生方のモチベーションによるところが大きいので，集まってもらってモチベーショ

ンを高めるような活動を行わないと行けないのでは。

県総合教育センター 讃岐氏

・課題研究の支援ネットワークをつくるために，広報活動を行っている。

鹿児島大学 大富教授

・かたい会議にならないように高校生のプレゼンテーションを行うなどの工夫が必要。

県立博物館 水流氏

・出前授業などやったらやったで「よかった」という感想が多いが，それまでの準備が

大変。小中学校での出前授業については相手のニーズをしっかり把握することが重要。

プレゼンテーションの授業という形で小学校と連携して総合的な学習の時間などを利

用して，一つのモデルをつくると他の学校も真似しやすい。近くの平川小学校などで

やってみるのもよい。ひとつがうまくいくと他の学校にも声をかけやすくなるし，他

の学校も手を挙げやすい。また，他の高校も真似しやすい。

鹿児島大学 秦准教授

・どこかでモチベーションをあげるためにうまくいった事例を見せることが大切。新聞

で大きくとりあげてもらうとよい。研究発表についてはレベル的に停滞している感が

ある。人間が代わるから仕方がないが，合宿を行うなど新しい方法を考えないとレベ

ルアップにならない。先生方もレベルアップしないといけない。

鹿児島大学 大木名誉教授

・先輩がやったことを真似しているだけでクリエイティブな部分が欠落している気がす

る。意味も分からずやっても意味がない。

渡辺副委員長

・大人向け・高校生向け・小中学生向けの実験をユーチューブにのせている。東北大が

データを渡せばユーチューブにアップしてくれる。

内海委員長

・郡山先生大変でしょうが，今回出た意見を是非実行に移してもらいたい。時間が来て

おりますので終わりにします。


